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HESS 第135固定例研究会

『水素を取り巻く 2010年度の動き』

水素スタンドの規制見直しの動き

2011年5月18日

燃料電池実用化推進協議会(FCCJ)
インフラ課題SWG副主査

〔 J×日鉱日石エネルギー 1 
研究開発企画部水素事業化Gr J 

飯田重樹

FCCJー第3期の活動体制 (平曜日開-)

( .liiI IlHI:mõvc~糊閥)個別限姐に対応して適宜後討会・TF・Fを組成して封応

普及戦略SWG(導入・菅直方貨、政策的広報)

FCV課題SWG(FCV共通筏術、基準・棟割靴、規制対応)

FCV関内市場導入・水素供給インフラの共同声明
〈民間事業者13祉により2.011年1月13日発出〉

〈メンバー13社〉

自動車会社:トヨタ、日産、ホンダ

石油会主t:JX目鉱白石エネルギ一、出光、昭シェル、コスモ
留市ガス会社:東京ガス、大阪ガス..JIIガス、酋鶴ガス
直線ガス会社:宕谷庫銀、大陽目蛾

書事轟鶴、血摩書 d主

将 伊
4A館書館。、。露骨誕量

1.自動車メーカーは、鎌術開鎗の遺風により繊料.池システムの大幅なコストダウンを温め

つつあり、 FCV量産車を2015隼に4大.1留置を中心とした圏内市・への羽入と一般
ユーザーへの霞郷開始を目指し、開"を量臨めている.場入以降、エネルギー..11間・に
対応するため、更なる普及鉱大を目指す.

2.水，提供鎗事'聴者は、 FCV量.J巨の初期市場創出のため、 2015隼*でにFCV量痘.の
娠M5台数の見過しに応じて100・所..の*1提供鎗インフラの先行.・を目繍す.

3. 自動車メーカーと*1提供鎗事録者娘、週繍卸門の大幅なC02鱗出量削減に資するため、
全国的なFCVの海入鉱大と水銀自然鎗インフラ鋼の量備に共同でIII績む.これら実現に
向付、普及支銀緩や社会受容性向上策等を含む普E・E・{注)について官民共同で情鎌
することを、政府に対して書置する.

ゑ arul18殺Zl主ι品大税務総{積怨灘、ヰミ宮古.~謀議、;事務〉査対象iζ、 ili富富約五通体官官書官り銭ふとしτ ‘ fCV灘畿1辞めM溺灘高E意書泌と芯れを
符告をとする水量提i尭童書インコ宇m毅誠意思霊童豊富主む宮普及聖書量Mζついても君主方illi古悌聖者tめとする告書名い務自車電量と機綴E革審絡してまいり事す。
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rヱネルギ…基本計額の見自主しJ(2010.6.18溜議決定)

.灘輪部門

0エコカーの新車販売に占める割合を2020隼彦でに・大50%、2030年までに・大70%

副自立釣かつ濡壌調和的なエネルギー供給構造の実現

。お鴻から安定・宣告舗な氷繁華翼連豊富JIiとするため、&a..&効率の水..遭緩衝闘oやccsと組合わせた
カーボンフリー化の倹肘を促温

甑水素ヱネJ!tギ一社会の実現に向付た取組み

【目指すべき獲(篠粋)】

0利用段階で~C02を鯵出しない水.ヱネルギーを活用した社会システムを中長期的に傭鍍.

0当面は、化石エネルギー由来の水震を活用し、化石鎗科を有効利用を園るとともに、将来的にl主化石エネ
ルギー由来水療にCCSを組合わせたC02を続出しない水..遭鎗衡の殖立や、非化石エネルギー由来水擦の
闘o.利用を鎗遁.

02015隼からの甥料.池自動車の省及開始に肉付、水費量ステーション毒事の鉄総インフラの綴織3主主韓~t震諸島

[JI体的取り組み(嫁粋)】

0鎗料電池自動車用水震ステーション等の侠鎗インフラの.舗コストを大幅に下げることが必..このため、
海皮ガス保安E査に緩めるE主力軍事著書のま建計獲量事‘ 銭湯可書!!~興事者の餅約書撃の続税への対応が稼軍事。 園陽動向
も踊.え、解決に肉付てデータに.づ〈安全性の倹値、後術開備を繍遁.

0鎗料電池自闘車についての緩衝・枇開実値や、大規制E生摩された水.の舗送・貯.・充司自等に闘する実経
等を行う.2015年の組制電池自動車の場入開始に向付、日米欧、関連地属、民間企織とも備力・遠鏡し、侠
鎗インフラを含めた~妓約Ml!量豊みを強化.

水素スタンドの緩和j毘覆し -2010年度の大きな動きー

-特定圧縮水紫スタンド(35MPa議対応水素スタン
ド)fこ燃する例示義準発効

ー「一般高圧ガス保安規則の機能性基準の運用について
の一部を改正する規程」として、原子力安全・保安院から
公表 (2010年12月8日)
URL:http://www.nisa.meti.gojp/oshirase/2010/221210-2.html 

• w燃料電池段動車・水素ステーション普及開始に向
けた規制の湾点検!こ係るヱ稜表2の公表
一経済産業省が、国土交通省、消防庁とともに取りまとめ、

「燃料電池自動車・水素ステーション普及開始に向けた
規制の再点検に係る工程表」として、原子力安全・保安
院から公表 (2010年12月28日)
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これまでの規制見直しの経緯

0小泉肉閣の下、「燃料電池実用化に関する関係省庁連絡会館Jを位置

2002年 0産集界からの検討要望項目 (6法律和、28項目)に関し、規制の再点

検の道筋とりまとめを実施 35MPa車対応水素ス~

2005年 0寓禽満Ba{・例座S隻績S示ガ遠語のaス嶋慮皐‘識保E令果量は安改調、値以硲正符Z下ー0舎0・ののa5法剛司年監向令宣に車直?事a正E蝿の・幽3が以な『陶特さ定れ審圧た語縮継水続素ス20タtノoドa事』発制劫定} 

ンガ等ドソがのリ法ン市的ス街にヲ地可ンへド能のととの股な併置っ股た、

2006年 0(法例改示正基対準応がス未9発ン効ドの稼た動め開例始示(千基葉翠、案名を古司書屋宥、大阪等)
素スf7スト0・M世水ンP素aド貯車の蔵に法対量聾応・鋤蝕しJ置た、「面水コに個別許可で対応)

070MPa燃料電池自動車の販売開始
積等の商業ベースの必要

2008年 0主事要業なil圏3に内向外け自て動、車燃料メー電カ池ーE、圏内エネルギー企業が、 2015年の
条件を満たす水素ス世ンド

化 、燃合意料 自動車の本格普及と水素供給ステーション 般置のための法益備」が

盤備のシナリオに 急務に

07(0球M正P案a車を対規応制水当素局スへf擾Fン出ド)の法益舗のための妓術検討終了

0産集界が、2015年の普及開始に向けて必要な要望項目 (3法律制、 2015年の燃料電池自動
2010年 17項目)をとりまとめ 車備普の及実現開始へに必要な法聾

0内閣府行政刷新会樋自決グ定リさーれン4イノベーションW Gにおいて、続冊目lの再点
検を行うことが闇路決 ることに

※1インフラ欄係は、4法律(高圧ガス保安法、消防法、建箆基調慎法.道路法).12項目
※2 高圧ガス保安法、消防法、建築基準法

内閣府行政尉新会議による規制改革対処方針
(2010.6.18 閣議決定)

-規制改革事項
ー「燃料電池自動車・水素ステーション設置に係る規制の再点検J

-対処方針
- H17年高圧ガス保安法改正に基づく水素ステーションに係る具体的

な使用等を示す「例示基準Jを作成・通知する。 <H22年度中措置>

一例示基準策定後、合理的な水素貯蔵量の基準について、許可に係
る技術的助言を行う。<例示基準策定後、速やかに措置>

- H27年の燃料電池自動車・水素ステーションの普及開始を行うため、
安全確保の観点から行われている規制のうち、事業化を阻害してい
る規制について、技術進歩を見極めつつ、また、国際標準の議論に
も配慮し、技術の進展に円滑に対応できる性能規定化を図るよう、再
点検及びその結果を踏まえた対応について、関係省庁(経産省・国
交省・消防庁)聞にて調整した上で、今後の具体的な工程表を作成
する。<H22年中措置>

公表された工程表の例 URL:http://www.nisa.meti.gojp/oshirase/2010/221228-2.html 

. &翼線唱事事車場筆者融r:'傷事工事量幾重@軍事常、a堅調陸軍事事聖書島衛書量議事本嫌米宇怖さ診靖~ø寝耳量級事量伝機将司t草 3興事事すA惨事車種

• !~..u'l腕時議

今 滞在娘夫 i輔衆‘・a
;伶宮、J島
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内鶴府行政刷新会議の動き

-2010年2月上旬経団連より「国民の声Jに規制改革要
望として水素の規制見直し要望提出

ー「燃料電池自動車・水素ステーション設置に係る規制緩

和Jとして、行政刷新会議の検討項目として取り上げられ
た。

内閣府行政刷新会議(議長:菅総理)

>規制・制度改革に関する分科会(会長:大塚副大臣)

>グリーンイノベーションWG(主査:田村政務官)

-6パ5規制・制度改革に関する分科会第一次報告書とり

まとめ

-6/18第一次報告書の内容を受け、規制・制度改革に係

る対処方針を閣議決定

f燃料電治自動車・水素ステーシヨン普及開始に肉!すた規制の得点検に係るエ根裏』

経済産業省が、国土交通省、消防庁とともにとりまとめ、2010年12月28日に、原子力安全・保安院から公表された

URL:http://www.nisa.meti.go.jp/oshirase/2010/221228.2.html 
[工程表に盛込まれた項目]

項目 関係法令

1 70MPa水素スヲンドに対応した鏡術上の基準や例市基準の盤備 高圧ガス保安法

2 CNGス~ンドとの併般をより容易にするための般備間距雌規制の緩和 高圧ガス保安法

3 保安検査の簡略化に向けた保安検査基準の策定と保安検査方途告示での指定 iIi圧ガス保安法

4 市街地における水素保有量の増加 建lIf基準法

5 般計係数の低い特定陵情.配管等の抜術基準適合手続きの簡略化 高圧ガス保安法

6 例示基i1lにIilltされた使用可能鋼材の鉱大 高圧ガス保安法

7 例圧縮示水義素準運送自動車用慣音容器の最高充繍庄力引上げ(35MPa→45MPa程度)のための 高圧ガス保安法
の改正

B 圧の縮附属水素品運の例送示自動~車.用の複改合正容器の安全弁に然作動式安全弁(ガラスE章式)を追加するため 高圧ガス保安法

9 圧縮水素運送自動車用慣合容器・鮒属品に対する刻印方式の特例の創般 高圧ガス保安;圭

10 水素ス9ンド蓄圧器への組合容器使用に向けた篠術革皐適合手続きの簡略化 高圧ガス保安法

11 水素ステーション併般に係る給油凪扱所の規制の合理化 消防法

12 公道とディスベンサーとの距般に係る障壁等の代笹措置の創殴 高圧ガス保安i圭

13 セ充ル繍フ行充お繍の式許水容素ス世ンド実現に向けた高圧ガス製造の許可を受けた者以外による水素の 高圧ガス保安法

14 水素ディスベンサ一周辺の防婦ゾーン基準の明確化 高圧ガス保安法

15 公道でのガス欠対応のための充積場所の確保 高庄ガス保安法

16 フル究繍に向けた最高充境庄力の変更と例軍基皐の改正 高圧ガス保安法

項呂毎の肉容鋭籾伊j

燃料電池システム等実証研究
(JHFC2)報告書より

URL:http://wwwjhfcjp/data/report/ 

江区間


